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週刊穀物
世界の穀物情報がここに凝縮されています。

毎週水曜日夕方発行

トウモロコシは続伸、大豆は大幅続伸

6日のシカゴトウモロコシ12月限は前日比＋5.50セントの385.00セントと続伸。取引レンジは378.50セント～
389.25セント。ブラジルとアルゼンチンでの乾燥した天候による作付け遅れが懸念され急伸した大豆、小麦市場に追
随するかたちで買いが優勢となり、一時は1月24日以来の高値となる389.25セントを付けた。大豆の作付遅れの影響
で、コーンも遅れる可能性が高まっており、作付面積の減少につながるとの観測がでている。前日の取引終了後に米農
務省（USDA）が発表した週間収穫進捗（しんちょく）率によると、米国産トウモロコシの収穫は25％完了と、事前予
想を下回る水準だったことも買いを支援した。ただ、USDAによる月例需給報告を9日に控えてのポジション調整や、
コーン独自の材料に乏しかったことから上値は限定的だった。

6日のシカゴ大豆11月限は前日比＋22.50セントの1044.00セントと大幅続伸。取引レンジは1021.25セント～
1053.75セント。生育期を迎えているブラジルで土壌水分が乾燥している影響で大豆の作付が遅延していることに加え、
アルゼンチンでも乾燥した天候が続いており、南米の大豆作付面積の減少が想定されることから買いが優勢となり、一
時は1053.75セントと、中心限月としては2018年5月3日以来の高値を記録した。米農務省（USDA）による大口成
約の発表も支援要因となった。

6日のシカゴ小麦12月限は前日比＋8.50セントの592.75セントと続伸。取引レンジは579.75セント～601.75セ
ント。米産地とアルゼンチンでの乾燥を受けた生育遅れに対する懸念から買いが優勢となった。相場が主要な上値抵抗
線水準を突破したことでショートカバー（空売りの買い戻し）やテクニカル要因による買いが入り、一時は2015年6月
30日以来、約５年超ぶりの高値となる601.75セントを付けた。ただ終盤に利益確定売りが出たことから、押し戻され
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Crop Progress

10月4日の米国産トウモロコシのMaturedは
87％（前年は54％、過去5年平均は78％）ト
ウモロコシの作柄は優と良が62%。（前年は
56％）トウモロコシの収穫は25%完了(前年は
14%、過去5年平均は24%）
大豆は、落葉が85％完了、（前年は67％、

過去5年平均は82％）作柄は優と良が62%。
（前年は56％）
冬小麦の作付けが52％（前年は48％、過去

５年平均は47%）冬小麦の開花は24％（前年
は22％、過去5年平均は21％）
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トウモロコシの輸出状況

9月24日までの米国産トウモロコシの週間輸出検証高は昨年より3週連続で多いが、過去5年平均では3週が少なく
なっている。

週間輸出検証高
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累積輸出検証高

9月24日までの米国産トウモロコシの週間累積輸出検証高は昨年より＋113万トン多いが、過去5年平均は▲45万ト
ン少ない。
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週間輸出成約高

9月24日までの米国産トウモロコシの週間輸出成約高は毎週前年より多く、過去5年平均よりも多い。
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週間輸出成約残高

9月24日までの米国産トウモロコシの成約残高は前年より＋1,377万トン多く、過去5年平均よりも＋814万トン多い。
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大豆の輸出状況 週間輸出検証高

9月24日までの米国産大豆の週間輸出検証高は期初から4週連続で昨年より多く、3週過去5年平均より多い。
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週間累積輸出検証高

9月24日までの米国産大豆の週間累積輸出検証高は昨年より＋160万トン多く、過去5年平均は＋192万トン多い。
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週間輸出成約高

9月24日までの米国産大豆の週間輸出成約高は毎週前年より多く、過去5年平均よりも多い。
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週間輸出成約残高

9月24日までの米国産大豆の成約残高は前年より＋2,214万トン多く、過去5年平均よりも＋1,532万トン多い。
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今後の予想

米国産トウモロコシの輸出は20／21年度の新穀については、輸出検証高（過去の成約の受渡）はそれ程顕著

な傾向は見られないが、成約高や成約残高は非常に好調であると言えよう。一方大豆は、トウモロコシの輸出状況

よりもはるかに好調であると言える。中国からの買いが入っており、第一次貿易協議の結果だと思われる。輸出需

要が予想以上の好調さであるので、トウモロコシや大豆価格を上げる要因となっている。

掲載される情報は株式会社コモディティー インテリジェンス (以下「COMMi」という) が信頼できると判断した情報源をもとにCOMMiが作

成・表示したものですが、その内容及び情報の正確性、完全性、適時性について、COMMiは保証を行なっておらず、また、いかなる責任を持つも

のでもありません。

本資料に記載された内容は、資料作成時点において作成されたものであり、予告なく変更する場合があります。

本文およびデータ等の著作権を含む知的所有権はCOMMiに帰属し、事前にCOMMiへの書面による承諾を得ることなく本資料およびその複製物に

修正･加工することは堅く禁じられています。また、本資料およびその複製物を送信、複製および配布・譲渡することは堅く禁じられています。

COMMiが提供する投資情報は、あくまで情報提供を目的としたものであり、投資その他の行動を勧誘するものではありません。

本資料に掲載される株式、債券、為替および商品等金融商品は、企業の活動内容、経済政策や世界情などの影響により、その価値を増大または減

少することもあり、価値を失う場合があります。

本資料は、投資された資金がその価値を維持または増大を補償するものではなく、本資料に基づいて投資を行った結果、お客様に何らかの障害が

発生した場合でも、COMMiは、理由のいかんを問わず、責任を負いません。


